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上
田
駅
が
開
草
し
て
1
0
0
最
年

が
経
過
し
、
平
成

g
年
軟
に
は
北
陸

新
幹
線
の
開
量
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
.
市
で
は
こ
れ
を
契
機
と
し
、
上

回
駅
周
辺
聾
備
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
生
ま
れ
聖
わ
ろ
う
と

す
る
上
園
駅
の
北
口
と
南
口
の
名
称

を
募
集
し
、
ニ
の
ほ
ど
の
名
称
選
考

ss 

署
員
会
で
北
口
を

『お
域
口
』
、
南

;
i
 

口
を

『温
畢
ロ
-
と
、
そ
れ
ぞ
れ
決

定
し
ま
し
た
。

し

p-

『お
城
口
』
に
つ
い
て
は
、
城
下

町
・
上
回
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
上
回

2
1
;
 

域
か
ら
、
ま
た
『
温
泉
口
』
に
つ
い

て
は
、
別
所
温
泉
を
は
じ
め
、
駅
の

南
側
に
は
市
外
も
含
め
多
く
の
温
泉

郷
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
選

考
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
名
称
は
、

6
月
1
日
か
ら
使

用
し
ま
す
。

今
後
は
上
回
地
域
の
玄
関
口
と
し

て
、
こ
の
名
称
に
ふ
さ
わ
し
く
、
親

し
み
白
も
て
る
空
間
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

名
祢
の
応
募
例
数
は
4
0
2
件
あ
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
あ

り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

採
用
さ
れ
た
名
称
に
応
募
さ
れ
た

か
た
は
、
次
の
と
お
り
で
す

(敬
称

略
)。

-
『お
塘
口
』
・
『
温
皐
ロ
』
応
募
者

(
1
名
)

マ
撞
沢
一
美
〈
秋
和
)

-
『お
域
口
』
応
募
者
名
(
田
名
)

マ
荒
井
葺
都
子
(
下
之
条
)
マ
池

内
一
夫
(
御
所
〉

マ
長
一
合
川
良
一

〈
上
常
田
)
マ
安
田
龍
雄
(
新
田
)

マ
石
田
栄
子
(
北
大
手
)
マ
中
村
秀

幸
(
小
牧
)
マ
宮
下
由
紀
(
神
畑
〉

マ
山
浦
陽
子
(
上
田
原
)
マ
荻
原
轟

平
(
院
内
)
マ
贋
瀬
敏
子
(
十
人
〉

マ
宮
下
節
子
(
上
本
郷
)

マ
佐
藤
明

雄
(
上
塩
尻
)
マ
山
極
大
ニ
(
大
場
)

マ
山
極
透
(
大
君
)

V
山
極
三
重

(
大
暑
)

マ
山
極
真
平
〈
大
事
〉
マ

山
極
道
子
(
大
場
)
マ
宮
本
孝
子

(
上
本
郷
)

マ
海
瀬
調
子
(
院
内
)

マ
斉
藤
か
お
る
(
院
内
〕
マ
和
田
セ

ツ
(
院
内
)

マ
斉
藤
裕
子
(
院
内
)

マ
粛
藤
信
一
(
北
天
神
町
)
マ
平
野

俊
哉
(
院
内
〉
マ
土
屋
好
子
(
川
辺

町
)
マ
池
田
め
ぐ
み
(
野
童
)
マ

上
沢
久
子
(
五
加
)

マ
池
田
啓
子

〔
野
書
)
マ
斎
藤
三
雄
(
院
内
〉
マ

坂
口
公
明
(
よ
小
島
)
マ
金
井
孝
三

(
分
去
)

マ
竹
内
せ
つ
子
(
東
前
山
)

マ
片
山
品
代
(
舞
田
)

マ
青
木
ち

ず
子
(
川
辺
町
)

V
林
隆
遭
(
分
圭
)

マ
竹
内
茂
夫
(
院
内
)

マ
明
村
範

彦
(
上
小
島
)
マ
竹
内
利
主
(
院
内
)

マ
大
槻
善
己
〔
上
手
)
マ
青
木
繁

治
(
分
圭
〉
マ
小
林
千
代
子
(
下
之

郷
〉
マ
宮
理
昭
八
(
上
本
郷
)

V

神
意
み
よ
子
(
五
加
)

マ
中
島
一

也
(
五
加
)

マ
中
島
礼
子
(
五
加
)

マ
山
極
道
子
(
大
君
)

マ
山
極
郁

子
(
大
場
)
マ
岸
陽
子
(
東
部
町
〉

マ
橋
詰
敦
子
(
丸
子
町
)

マ
橋
詰

常
明
(
丸
子
町
)

マ
羽
田
順
子

(
丸
子
町
)

マ
和
田
実
(
坂
城
町
)

V
佐
藤
蔓
代
子
(
塩
尻
市
)

マ
中

垣
理
子
(
東
京
都
多
摩
市
)
マ
後

藤
貴
宏
(
三
重
県
津
市
)

-
『
温
皐
口
』
応
事
者
名
(
2
名
)

マ
塩
沢
茂
畳
喜
〔
上
常
田
)
マ

山
極
茂
文
(
大
暑
)

-
問
い
合
わ
せ

市
街
地
整
備
課

(箇
1
5
7
3
〉
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しろぐち

『お城口』
.東f~由母都市にふさわしい、魅力ある空間とし

て、駅前広場や再開発ピルなどを整備します。

・駐'11¥品・駐輪場を艶備します。

・ 「南北迎絡通路Jをリ ニューアルし、 エレベー

ター、エスカレータ一、トイレ、観光案内所を

整備します。-帯
唱

晶
耳
ザ

~ 

上園駅南北連絡遇措イメーν図

新たな交通の結節点として、また、広域観光を

視野に入れ、近代的で聞肱感と明るさを重視した，f/

交通広場や、駅環状道路としての街路、また』鳳J
利用者に使利な駐車場などを ー←

整備Lます。さらに、これら

の事業とともに、上回交通別

所線の高梨化を行います。

おんせんぐち

『温泉口J

ー

、



• 
6 月 5 日!ま 『環境の日J. また、 6 月 I~ r環境揮臨

月間』として、環境問題の置要性を陣織するために、

毎年寄種の行事がを行われています。今年の推量橿陪

I~ r小書な芽育てて生きる大自然』。 わたしたち

も、これを機会に自分のまわりの環境問題、 河川牢ど

の水置などについて考えてみることにしましょう。

国
述
人
間
環
境
会
議
は
、
人
類
と

そ
の
子
孫
の
た
め
に
、
人
間
環
境
白

保
全
と
改
普
を
世
界
共
通
白
鍔
力
田

原
「
人
附
原
境
宣
言
L

と
し
て

1
9
7

2
年
に
採
択
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て

世
界
各
国
で
は
毎
年

6
月

5
日
を

『世
界
環
境
デ
l
』
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
6
月
5
日
を

『
現
境

由
日
』
と
し
、
さ
ら
に

6
月
を

『
環

境
保
護
月
間
』
と
し
て
位
置
付
け
、

環
境
問
題
の
重
型
牲
を
認
識
し
、
行

動
の
契
機
と
す
る
た
め
、
各
植
の
行

事
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
推
進
標
語
は

『小
さ
な
芽

育
て
て
生
き
る
大
自
然
』
で
す
。

市
生
活
環
鹿
諜
で
は
、
毎
月
l
回

主
要
7
河
川
に
お
い
て
水
質
を
測
定

し
、
監
視
を
続
け
て
い
ま
す
。

2
つ

の
グ
ラ
フ

(4
ペ
ー
ジ
下
段

5
ペ
ー

ジ
上
段
)
は
、
平
成
3
年
か
ら
現
在

B 

ま
で
の
矢
出
沢
川
の
水
田
汚
れ
を
表

わ
す

『
B
O
D』
の
推
移
を
表
わ
し

た
も
白
で
す
。

『グ
ラ
フ
①
』
は
上
流
地
区
で
、

『グ
ラ
フ
②
』
は
公
共
下
水
道
の
整

備
さ
れ
た
市
街
地
を
通
過
し
た
下
流

地
区
の

B
O
D
の
推
移
で
す
。

B
O

D
と
は

『生
物
化
学
的
酸
需
要
求
盤
』

の
略
で
、
水
の
有
機
的
な
汚
れ
の
度

合
い
を
知
る
と
き
に
使
わ
れ
ま
す
。

こ
の
置
が
大
き
い
ほ
と
水
が
汚
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
グ
ラ

フ
で
は
、
下
水
道
が
供
用
さ
れ
て
い

る
下
流
地
区
よ
り
も
、
そ
う
で
な
い

上
流
地
区
の
ほ
う
が
B
O
D値
が
高

く
、
ま
た
上
昇
傾
向
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
汚
れ
の
原
菌
に
つ
い
て
、

ま
た
改
普
の
方
法
に
つ
い
て
、
思
い

起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈

[4 J 

BOD推移グラフ
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企
現
在
、
河
川
の
汚
れ
の
原
因
は

生
活
鉢
氷
が
主
斑
皆
さ
ん
も

身
温
な
こ
と
で
浄
化
対
貨
を

汚
れ
の
主
な
原
因
は
生
活
排
水

加
年
以
上
前
に
公
害
問
題
が
起
こ
っ

た
結
果
、
法
律
に
よ
る
汚
染
物
質
白

脱
制
が
進
み
、
工
場
の
排
水
な
ど
に

よ
る
水
質
汚
濁
は
か
な
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
か
わ
勺
て
現
在
、
河
川

の
汚
れ
の
原
闘
は
主
に

「生
活
排
水
』

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん

米
の
と
吉

H
、
ラ
ー
メ
ン
の
ス
l
プ

や
み
そ

H
白
残
り
な
ど
と
い
っ
た
も

の
を
な
に
げ
な
く
捨
て
て
い
ま
す
が
、

料榊附州
( ~いっしょに考えて~

みませんか

こ
の
よ
う
な
行
為
が
重
な
っ
て
、
身

近
な
川
や
海
を
汚
し
て
い
る
白
で
す
ロ

し
か
し
、
毎
日
白
生
活
白
中
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
と
心
遣
い
に
よ
っ

て
、
川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
す
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み

市
で
は
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
、
改
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

ゎ
公
共
下
水
道
事
輩
、
島
輩
量
落
排

水
な
ど
の
整
備

③
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
の
義
務
付
け

や
①
に
該
吋
し
な
い
地
域
で
は
、

市
白
金
例
に
よ
り
、
昭
和
印
年
以
降

の
新
型
車
座
に
つ
い
て
簡
罫
命
化
柵

〆，
強聞を持つと.

.信州大学繊維学部教授

中本帽 忠さん

由
設
置
を
義
務
付
け
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
以
前
の
既
存
の
家
屋
に
つ
い
て

は
補
助
制
度
(
一
基
当
た
り
1
5
0

0
0
阿
)
を
設
け
、
設
置
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

島
合
併
処
理
浄
化
槽
の
位
置
の
奨
励

絞
ト
イ
レ
か
ら
白
汚
水
と
生
活
雑
排

水
と
を
酔
せ
て
処
理
す
る
伸
化
捕
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
清
潔
で

快
適
な
生
活
を
官
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
浄
化
梢
は
、
家

路
か
ら
出
る
排
水
の
汚
れ
の
叩
%
以

上
が
除
去
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
①

白
地
域
外
に
お
い
て
、
合
冊
処
理
浄

化
楠
を
住
宅
に
設
置
す
る
場
合
に
の

み
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
で
き
る
滑
化
対
策

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で
、

こ
ん
な
気
E
り
に
よ
っ
て
川
を
き

れ
い
に
で
き
ま
す
。

①
調
理
〈
ず
や
食
べ
睡
し
は
、
斑

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
古
新
聞
で
吸
い
取
る
な
ど
し
て
、

食
用
廃
油
は
斑
さ
な
い
よ
う
に

l
ν
+
g
i
ν
b
S
A
I
d-

③
誰
し
ゃ
珪
軍
機
に
は
ご
み
取
り

を
つ
け
ま
し
ょ
う
一
。

却
珪
剤
は
適
正
な
量
を
佳
い
ま
し
ょ

-フ。

⑨
簡
易
浄
化
相
ほ
定
期
的

(年
4

回
以
上
)
に
清
姻
帰
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

7 $~冒ラ7.Ji!8. 6. [5 J 

-まず 「なぜJ rどうして』

事が必要です。

・目先の利益にとらわれることなく、ものご

とのZ位置を理解して.大量，肖費 ・大量塵車

型のライヲスタイルから.持続可能な聖展

が可能なライフスタイルへと藍えるよう書

力して〈ださい。

・環境問題町本質的解決には、人の目に映る

聾面的な対処ではなく、小さな生物の白か

ら大幸広地球環境・地涼生陸軍を考えるこ

とが必要です。.r新しいものはいいものだ』という価値観

から、千年も二千年も続いている古いもの

を故めて見直し、今日の生活習慣へ取り入

れるように心、控}けましょう。



ぐ

• 
旧
上
山
胤
村
由
枝
郷
合
引
に
椴
総
同
和
め
池

の
長
池
(
東
地

・
中
池
・
同
地
)
が
築
造
さ
れ

た
の
は
、
度
安
元
年

(
1
6
4
8
)
の
こ
と
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
1
9
0
年
ほ
ど
桂
の
天
保
問

年
、
医
師
自
ド
弁
況
は
上
聞
の
八
軒
町
か
ら
千

品
川
川
の
被
占
を
望
み
「
長
池
の
拠
の
柳
・
っ
ち
け

む
り
合
到
村
の
く
ら
く
見
え
け
り
」
と
い
う
短

歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
長
池
の
ほ
と
り

に
た
く
さ
ん
の
柳
の
木
が
値
一
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
同
じ
こ
ろ
、
「
別
所
街
道

の
良
地
に
、
鴨
が
三
こ
の
九
つ
、
白
間
二
羽
」

と
い
う
虫
訴
が
流
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

別
所
街
道
は
中
之
条
村
か
ら
合
升
を
通
り
神
畑

村
へ
と
続
く
道
で
し
た
。
そ
白
街
道
の
面
影
を

と
ど
め
る
弘
化
4
年
の
馬
頭
観
苫
が
長
池
公
園

の
所
に
安
置
さ
れ
て
い
て
、
別
所
街
道
の
道
筋

も
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

明
治
の
こ
ろ
に
な
り
ま
す
と
長
他
は
桜
の
名

所
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
百
数
十
本
の

( 6) 

春
の
叙
勲
と
褒
章

3
人
が
栄
え
あ
る
受
章

7 広梗うJi7.!B.6. 

-
R
会
肉
食

政
府
は
、
平
成
8
年
春
の
担
問
A
X章
者
と
褒

軍
畳
章
者

(
4
月
四
日
付
け
)
を
発
表
し
ま
し

た
。
上
田
市
で
は
、
改
の
3
人
の
か
た
が
畳
章

さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
体
略
)

-
闘
三
等
瑞
宝
章

マ
櫨
層
久
夫

(
刊
揖

・
長
島
)
元
亙
野
家
庭
裁

判
所
事
輯
防
長

-
勲
七
等
宝
冠
掌

V
西
沢
八
量
子

(
印
時

・
岡
)
元
日
本
専
売
公

社
職
員

-
紫
組
理
意

マ
花
田
章

(
四
蹴
・
踏
入
)
元
農
林
水
産
省
苗

産
試
験
場
繁
殖
部
長

知
事
表
彰

刊
人
が
喜
び
の
受
賞

-
R
食
会

限
は
平
成
8
年
の
知
事
聾
彰
者

(
5
月
3
8

付
け
)
を
発
表
し
ま
し
た
。
上
岡
市
で
は
改
白

山
人
の
か
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

・
産
業
功
労

(商
工
)

マ
石
井
昭
平

(引
車
材
木
町
)

マ
北
島
正
一

(
制
措

・
浦
野
)

マ
晴
海
守
雄

(引
歳

・
北
大
手
〉

.
産
業
功
労

(農
政
)

マ
聞
久
之
助

(
円
曲
・
石
神
)

・
統
計
功
努

マ
林
鹿
園

(円
時
・
高
血
尾
)

.
社
会
福
祉
功
労



図内-軍

の

桜
を
愛
で
る
人
U
と
で
に
ぎ
わ
い
、
大
正
日
年

に
は
池
の
ほ
と
り
が
長
池
公
邸
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
舷
も
太
平
洋
戦
争
中
に
燃
料

と
し
て
す
べ
て
伐
採
さ
れ
ま
し
た
が
切
り
株
か

ら
の
若
木
が
み
ご
と
に
成
長
し
現
在
も
上
回
創

造
館
の
南
側
に
桜
並
木
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
白
年
、
中
池
と
東
地
の
臨
め
立
て
地
に

上
山
創
造
舵
と
長
池
公
闘
が
建
設
さ
れ
、
内
相
引

の
都
市
化
は
ま
す
ま
す
進
み
ま
し
た
が
、
問
問
さ

れ
た
白
地
の
提
に
は
石
の
嗣
に
水
神
が
祭
ら
れ

目
白
長
池
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

凶
地
か
ら
倉
升
山
へ
の
ゆ
る
や
か
な
岐
追
を

行
く
と
リ
ン
ゴ
畑
や
出
家
な
ど
が
点
在
し
北
方

t 

に
半
過
の
岩
鼻
が
間
近
に
見
え
ま
す
。
天
文
げ

年

(
1
5
4
8
)
の
上
田
原
合
戦
の
と
き
、
武

田
市
玄
が
倉
到
山
に
陣
取
り
、
半
過
由
工
大
白
山

に
陣
を
柿
一
え
る
村
上
義
市
と
相
対
し
た
-
」
と
が

地
形
的
に
納
得
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

合
評
は
市
内
有
数
の
人
口
激
的
地
区
で
、
昭

和
刊
年
に
は
わ
ず
か
白
白
出
で
し
た
が
、
宅
地

化
が
進
ん
だ
印
年
に
は
4
陪
を
こ
一
え
る
世
得
数

と
な
り
、
半
成
2
年
に
は

6
0
0世
両
市
余
を
数

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
調
寺
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
な
ど
に
よ

り
合
到
を
横
断
す
る
県
道
の
交
通
位
も
飛
躍
的

に
地
加
し
て
お
り
ま
す
。
(
平
野
勝
重
)

"j内白十 1，i'越門動ilIjflの全

線開通円慨に併せ、アクセス

道路となる同道144号の 4*

線工十Jlカ'*'J1帥にわたって行われています。

昨斗、この沿線を1-.[1di白新玄関UにふさわLい街並み、

J」観にするための，wm住民協定の締結を11桁 Lて、「同道144

号沿線まちづくり協l議会」が結成されま Lた。

協議会には、同道144号沿線の仁 J'医lIiJ白上地またはill物
白所有打、山岡占、円治会役以、 l砲は振興会長など70人が宰

加し、いままでに街路樹をこの地域のシンポルツ') である

「ンナノキ」にするほか、書道や歩;n析の色、街路KIの投目、

住民協定内符などについて品L合ってきま Lた。

4 )J中イijに山内で初由来観協定が締結され、 5J1l311には

l岡市民組条例の規定により第 1\~.の認定がされま L た。

協定の内容には、①街路樹の維持作即を1'.1こ、緑化の推進

②以外広告物は日己mのみで必1E1ik小限にとどめる ③円

動販売機の設i?lを師h避ける ④is物は道路からゆとりある

空IHJを /l{~保 L、周辺関境に調和した色、形とする ⑥'，Ultを
沿道には，riii'Iしない などをもりこんでおり、問主・業務施

設を'1'心と Lた新しい街並みの形I&:が期待さ札ています。

また、 HAでもこの協定を 6) J 主には、長野県景観条例に~J.~

づいた住民協定の認定をする予定です。

仙の地域でも、それぞれの地域の特徴を生かしたまちづく

りに住民の押さんが共巡回円悼を定め、向主的に取り組むこ

とが坤l持されています。

.問い合わせ 産量指導課(困15861

マ
滝
沢
元

(
回
揖

・
大
屋
)

・
卓
越
控
能
者

マ
小
林
清
華

(
回
誼

・
材
木
町
)

・
亜
陸
車
業
功
労

(住
宅
)

マ
宮
下
勉

(印
棋

・
北
天
神
町
)

・
体
育
功
努

マ
遣
藤
利
泊

(
叩
揖
・
上
川
原
柳
町
)

・
固
陣
親
普
功
労

マ
皆
踊
明
子

(
冗
揖
・
石
神
)

上
岡
市
功
労
者

四
人
が
晴
れ
の
受
章

-R岳

肉

食

5
月
8
目
、
よ
田
市
功
労
者
表
彰
式
が
市
世

所
で
行
わ
れ
、
改
の
四
人
の
か
た
が
畳
章
さ
れ

ま
し
た
。
(
敬
称
略
・主
な
功
労
を
記
載
)

マ
岡
田
益
雄

(
由
説

・
み
す
す
台
南
)
上

回
彫
塑
研
究
会
会
長
マ
沖
島
時
手

(
回
躍

・

齢
子
)
日
本
助
産
師
会
長
野
県
支
部
長
守
久

惇
忠
夫

(
回
鵡

・
上
田
原
)
上
田
商
工
会
輯
所

副
会
副
マ
湾
括
和
子

(
礼
揖

・
新
田
)
上
岡

市
民
生
児
窓
委
只
マ
戸
谷
啓
治

(叫
揖
・
中

常
田
)
上
小
高
等
職
業
訓
練
校
校
長
マ
中
村

実

(
叩
誼
・
鼎
坪
)
長
野
県
島
民
柴
崎
連
合
会

会
長
マ
逸
見
治
之
助

(
晴
雄

・
下
常
国
)
学

技
歯
科
医
マ
増
田
聾
一

(
剖
誼

・
上
川
原
柳

町
)
上
田
市
体
持
品
会
専
制
理
事
・
上
田
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
守
丸
山
茂
雄

(
回
歳
・
車
車
地
)

上
田
観
世
会
会
長
・
上
田
市
文
化
芸
術
協
会
会

長
マ
峯
村
正
幸

(
剖
曲
・
中
組
)
上
田
市
週

移
管
理
要
員
会
畳
頁
守
宮
原
甲
雪
夫

(
花
曙
・

柳
沢
)
上
田
市
民
生
児
産
委
且

マ
構
内
静
雄

(
百
歳

・
新
田
)
上
田
市
民
生
児
童
委
且

7 11i~官ラiUê!B. 6. (7 J 



1 -1| 市役所由②m.
四③m.

情報
コンビュータに触れて、憧っ て

いったいどんな作品が飛び出すか

メディアランド・キッズ
サマースクール
メディアランドUEDA
(よ図市マルチメディア情報センター)

-対車 小学校高学年~中学生白

児童生徒

.定員 20名

.会費 6000円(3回コース)

.日程

① 6月23日(日)午後 1時~同 5時

I)7月21日佃)

③ 7月30日制

(作品尭衰 8月3日出のメ ディ

アラノドUEDA開館 1周年イベ

ントで行います)

.応募方法 はがきで 6月10日開

までにどうぞ(応募多

数白場合抽選)

『信州ロード観察隊員』を募集します
県では、道路の異常(高石、穴ぽこ、路肩の刷域など)

の通報や、道路行政についての怠見や提富をいただき、 'JJ
1&などを未開に防ぐことを白的として、 rlJ州ロード隊員」

(上回diではs人〉を非現します。

マ対象 l亘迫・県道を利用する機会が多いかた マ申し

込み 6 月 28H ~，"までに市世所土木課(困1592) へどっぞ

> 

考
え
る
ヒ
ン
ト
に
!

長
野
大
学
公
開
講
座

••• 
マ
と
き

6
月
日
日
出
午
後

l
時

却
分

i
同

4
時

初

分

マ

と
こ
ろ

長
野
大
学
1
0
2番
数
笠
〔
了

4
8

マ
テ

i
マ

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
み
た
上
小
地
域
』

マ
パ
ネ
リ
ス

ト

上
島
義
弘
さ
ん
(
毎
日
新
聞
社

上
回
通
信
部
記
者
)
、
細
幹
夫
さ
ん

(
信
濃
毎
日
新
聞
社
上
田
支
社
長
)
、

深
町
総
さ
ん
(
週
刊
上
田
新
聞
社
編

集

長

)

マ

コ
l
デ

ィ

ネ

タ

l

長
島
仲

一
さ
ん
(
長
野
大
学
教
授
)

マ
畳
摘
料

無

料

マ

問

い

合
わ

，ア

" 
せ

長
野
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

晶
叫
⑩

0
0
0
7
)

最
先
端
の
技
術
を
体
験

「メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
」
へ

••• 
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
全

マ
と
き

6
月

2
日
間
・
向

9
日

附

・
同
凶
日
佃
(
午
後

2
時
)

-
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
患
者
修
行
コ
ー

ス

『写
し
結
の
巷
』
(
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
搬
っ
た
写
真
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
加
工
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
に
)

マ
と
き

6
月

2
日
間
午
後
1
時

加
八
万
マ
事
加
定
員

団

組

マ

書

加
料

1
0
0
0
円

-
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
音
車
体
験
全

『
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
音
量
っ
て
情
?
』

マ
と
き

6
月

8
目
的
午
後

1
時

初
分

S
同
4
時

-
ア
フ
タ
ー

5
セ
ミ
ナ
ー

『ホ

l
ム

ベ
1
ジ
作
成
繊
座

(上
級

編
)』

マ
と
き

6
月
初
日
同
午
後

6
時
初

分

1
同

8
時

ω分
マ

事
加
定
員

料

d
号

包

ケ

漕

ι
内
包
削
刑
噛
昨
4
間
四
都

到

野

戦

牌
v
M
Y
同
刷

申

吋伊

骨

骨

唖

4

《官製はがき》

問い合わせ
メディアランド UEDA
(匝ゆ1000 ・ 回~1010)

三千

団

組

マ

事

加
料

2
0
0
0円

-
問
い
合
わ
せ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
而
窃
1
0
0
0
)

プ
ー
ル
を
安
全
に
!

市
営
プ
l
ル
監
視
員

••• 
マ
対
象

健
康
で
水
陣
経
験
の
あ

る
却
歳
ま
で
白
か
た
〔
高
校
生
以
下

は

除

く

)

マ

期

間

6
月
中
旬

1

9
月

初

旬

マ

勤

務

時
間

午

前

B

時
泊
分

1
午
後

5
時

加

分

マ

給

料

日
額

5
4
7
0
円

マ

事

重

人
員

若

干

名

マ

由
申
し
込
み

題
歴
容

を
添
え
て
体
育
セ
ン
タ
ー
(
回

@
8

6
9
9
)
へ
ど
う
ぞ

(8 J 7 J1;1Ilヨ;Ui1B.6 

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
ス
ナ
ッ
ク
た
ま
機
/
1
万

4
2
5

9
円
/
社
会
福
祉
基
金
闇
立
金
と
し

てマ
石
坂
土
地
建
物
脚
槽
/
四
万
円
/

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
嘩
量
い
せ
子
機
(
倉
升
)
/
唖
扉

機
1
台

マ
置
名
/
岨
万
円
/
社
会
福
祉
基
金

曲
立
金
と
し
て

マ
上
島
相
手
機
(
下
常
田
)
/
点
字
図

書
9
冊
/
占
山
平
副
轡
臨
厳
曹
に

マ
長
野
県
連
合
青
果
醐
機
/
み
か
ん

印
箱
/
市
内
社
会
福
祉
施
設
へ

守
山
崎

一
平
線
(
山
口
)/
5
万

円

/

社
会
福
祉
基
金
檀
立
金
と
し
て

マ
上
田
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
嫌
/

7
万

6
0
0
0
円
/
杜
ム
ム
福
怯
基
金

苗
立
金
と
し
て

守
安
瞳
翁
院
機
/
3
方
4
0
0
0
円

/
社
会
福
祉
基
金
酎
立
金
と
し
て

マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
醐
機
(
長
野

市
)
/
5万
円
/
上
田
市
文
化
据
興

基
金
へ

マ
上
田
魚
寝
間
組
古
織
/
さ
け
切
り
身

1
0
0切
れ
/
報
型
車
入
寮
者
用
に

マ
晦
滑
機
/
3
万
2
8
5
4
円
/
社

会
福
祉
基
金
世
立
金
と
し
て

マ
ち
ど
り
会
機
/
l
万
田
円
/
社
会

福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名
/
1
万
6
9
5
0
円
/
盲
導

止
の
安
全
性
確
保
賢
金
に

マ
よ
図
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
機
/
曹



家庭介護教室開催

国立車問病院では、 『やさしい介輔教室』を聞きます。

マとき 6月21日出午桂 2時~同 3時30分 V ところ 国立

東f~荊院 守内容 「緋挫のお世話J(その人に応じた援助の

仕方) 'v定員 20名 (電話で受け付け。先着嗣〕 マ その他

第配偶且を持参。スカー卜を避け身軽な服装でご参加くださ

い 7問い合わせ 国立東惜病院継続宥謹研究会(困@1890困
203) 

国立東信病院で

(主催者の都合により変更する場合があります)

上田市民会館

障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
旅

福
祉
先
進
国
を
視
察
に

••• 
「
ふ
れ
あ
い
白
旅
」
は
、
障
害
者

の
か
た
を
福
祉
先
進
国
へ
派
遣
し
、

福
祉
制
度
、
福
祉
施
設
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
福
祉
事
情
白
視
察

と
福
祉
関
揮
者
と
の
交
流
を
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
社
会
書
加
を
促
進
す

る
た
め
に
、
長
野
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

「
ふ
れ
あ
い
白
旅
」
白
書
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

福
祉
課

(
8
1
6
0
2
)
か
県
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
派
遣
期
間

9
月

8
日
か
ら
日

日
ま
で
の

8
日

間

マ

派
遣
先

ア

メ
リ
カ
(
サ
ン
フ
ラ
ン
ン
ス
コ
・
ロ

E陪0762

月四 催し 開演時間 入場 問い合わぜ

6/. よ宙染谷丘高慢吹要量班 14:00 
回染谷亘

{回 定期漬婁会
健料

@高04校35 

"目)
件11囲上宙開校吹饗棄却

14:00 無料
上国東高校

定期満嚢会 @0101 

忽剖
スターパ卜・?ーテル合目・

14:00 "∞門 @2130 
団漬審会

.二の丸 1-2 

サンテラス庁 ール
回J:6 2)370~

サ
ン
ゼ
ル
ス
)
マ
募
集
人
員

障

害
者
全
県
で

6
名

マ

申
し
込
み
期

限

6
月

H
日
幽

マ
問
い
合
わ
せ

」
れ
あ
い
の
旅
事
務
局

(県
庁
社

会
部
障
害
福
祉
課
目

0
2
6
1
2
3

5

7

1
0
4
、
回
0
2
6
2
3

4
2
3
6
9
)
 

女
性
の
就
業
を
援
助

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習

••• 
マ
と
き

7
月
口
日
附
1
8
月

1

日
同
白
う
ち
の
臼
日
間
〈
午
前

9
時

加
分

i
午
後
4
時
加
八
万
)
マ
会
場

上
国
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
等

マ
応
募
責
格

ワ
ー
プ
ロ
白
技
術

を
習
得
し
就
業
し
た
い
女
性
で
、
全

講
習
日
程
を
畳
講
で
き
る
か
た
マ

館
一U
叩

A
E
一
U

J

F

僻

レ
LM
E
一川口

サ
4
川

一
ル

4

・z

骨且

I
h
尚

町

一フ
川

尾

制
官

"山洋子コ J ザ ト

セレスホル

E陀担001

劇団四季ファミリ

ミ=ー νカ}~ r.ん子」

丸子町文化会館

匝⑩制36

6/8 I信州 bネッザンスふれあいw
l幻 11寄金三必轟みりーコンザート

信州国際音楽村

事

軍

人

員

加

名

マ
事
量
期
間

7
月

3
日
制

5
問

4
日

刑

マ

畳
購

料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己

負

担

)

マ

問
い
合
わ
せ

上
小

地
方
事
務
所
厚
生
課
内
女
性
就
業
相

談
員
(
回
⑫
7
1
2
2
)

消
費
生
活
に
関
す
る

通
信
講
座
の
受
講
生

••• 
マ
鴎
座
名
①
消
費
生
活
ホ
l
ム

講
座
(
学
習
内
容
消
費
者
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
白
安
全
性
、
や
さ

し
い
経
梼
学
な
ど
、
学
習
期
聞
は
、

9
月

1
翌
年

1
月
)
②
物
価
通
信

講
座
〔
学
習
内
容
物
価
が
上
下
す

る
し
く
み
、
い
ろ
い
ろ
な
物
価
の
決

ま
り
方
、
物
価
を
め
ぐ
る
法
律
な
ど
、

芋
習
期
間
は
、

8
月

1
翌
年
2
月
)

マ
資
格

県
内
に
住
む
凶
歳
以
上

自
人

(
l講
座
に
限
る
)
マ
霊
前

料

無
料
(
た
だ
し
郵
送
料
等

一
部

萱
講
者
負
担
)
マ
事
量
期
間

7

月
幻
日
開
ま
で
マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
ロ
困
1
3
8
9
)

女性の就草にワ プロ控術を

篠
田
万
円
相
当

マ
み
す
ず
訓
量
股
計
蜘
社
員
一
問
機

/

S
万
3
2
5
0
円
/
社
会
福
祉
基

金
樹
立
金
と
し
て

マ
東
京
特
殊
電
線
厚
生
会
機
/
田
万

円
/
社
会
福
祉
基
金
歯
立
金
と
し
て

マ
弁
出
千
綾
織
(
笹
井
)
/
叩
万
円
/

老
人
福
祉
に

マ
大
信
産
量
冊
ク
ラ
ブ
カ
l
J
A
P

A
N
機
/
ギ
ャ
ッ
チ
ベ
ッ
ド

2
台
/

老
人
福
祉
に

マ
平
田
和
美
機
ハ
楠
岡
県
柏
屋
郡
柏

口
島
町
〉
/
山
本
鼎
作
絵
画
1
古川

守
山
和
問
民
位
備
醐
様
/
上
関
市
消

防
団
川
イ
ク
隊
活
動
周
賢
器
初
一
式

守
妙
光
寺
寒
修
車
の
会
様
/
3
万
円

マ
信
州
鋼
機
脚
機
/
凶
万
円
/
報
恩

型
施
設
整
噛
等
基
金
と
し
て

マ
自
信
工
輩
柵
機
/
車
両
1
台

マ
星
野
中
央
ホ
!
ム
刷
機
綜
あ
み

も
の
学
樟
機
/
3
万
円
/
社
会
福
祉

基
金
罰
立
金
と
し
て

マ
池
田
援
雄
樺
(
車
京
都
文
京
区
)
/

児
童
用
図
啓
5
3
4
冊
(
田
万
円
相

当
)
・
両
面
書
集
台
2
基

/
「池
田
文

庫
」
と
し
て
浦
里
小
へ

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
四
国

機
/
1
万
5
0
0
0円
/
社
会
福
祉

基
金
樹
立
金
と
し
て

マ
黒
図
弘
志
織
(
中
村
)
/
絵
師
1
点

/
第
四
中
学
桂
へ

マ
鈴
木
み
つ
よ
機
(
南
天
神
町
〉
/
省

筋
/
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

中
上
国
情
報
ピ
ン
ネ
ス
専
門
学
綬
機

/
パ
ソ
コ
/
剖
台

マ
宗
教
法
人
安
楽
寺
樺
/
建
物
1

練
/
観
光
用
ト
イ
レ
と
し
て

(
平
成
7
年
四
月
7
日
か
ら
平
成

8

年
4
月
1
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
)

7 fE~官ラ.Æ!f! 8. 6 [9 J 



景観を考える
『住まいの環境

カラー講習会』

-情報テーブル・

上田市景観輩例が施行されて 1年

になります。市では、 景観における

色彩の重要性を考慮して、 7回ンリ

ーズのカラー講習会を行います。

私たちの色使いが、すてきな街を

生み出し、財産ともなる畢観につな

がります。また、心地よい色使いは、

私たちのインテリアなどの生活感度も

豊かにしてくれます。あなたも、住環

境における色使いの大切さを学んで

みませんか。

国司上田市民会館 1階会議室

(7回目は未定)

滝沢かねこさん

{ヵラヨデ 4ネタ 上国市景
鰻アドパイザ } 

.お年寄りのぼけについての相談会

bとき 6月24日開)午後 l時-4時30分 bところ 高齢者

福祉センタ - c>相絞担当 国立'1諸療盤所 ・堀内静子さん

c>相談料 無料 c>閉し込み 姻人相談で予約制ですo 相談脅

E置のかたは、 6月21日幽までにどうぞ。 b問い合わせ 高齢者

福祉センタ CIIEI陪 41 1 9) 

園調

「農
業
委
員
」
の
選
挙

投
票
日
は
7
月
7
日

••• 
任
期
満
了
に
よ
る
上
岡
市
農
業
委

只
会
委
貝
一
般
選
挙
の
告
示
は
6
月

初
日
側
、
投
京
は
7
月
7
日
間
で
す

0

.
投
票
で
き
る
人

段
業
委
口
金
書
貝
選
挙
人
名
簿
に

畳
録
さ
れ
、
?
月
7
日
(
投
票
日
)

現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

・
立
候
補
届
け
出
手
続
き
説
明
会

マ
と
き

6
月
口
日
側
午
後
1
時

加
分
』
3
時

マ
と
こ
ろ

市
役
所

南
庁
舎
5
階
第
三
会
議
室

マ
そ
の

6月18目別までに建

築指導課 (悶1586)

へどうぞ

7月10日刷
19:00-20:30 

一向一一

E園上田市民

国司 1000円 (材料費)

国ヨ 15人 (時間叫削 輔 )

回堅圏

.講習会日程表

他

出
席
者
は
、

っ
き
2
人
以
内

-
立
候
補
届
け
出

マ
と
き

6
月
初
日
間
午
前
8
時

ω八万
i
午
後
5
時

マ
と
こ
ろ

市

役
所
本
庁
舎
六
階
大
会
議
室
(
た
だ

し
埴
凹

・
川
西
地
区
は
各
支
所
)

.
不
在
者
投
票

マ
と
き

6
月
初
日
佃
1
7
月
6

日
出
午
前
日
時
加
分
i
午
後
5
時

マ
と
二
ろ

市
役
所
選
挙
管
理
委
員

会

室

マ

持
ち
物

印
鑑
、
入
場
券

.
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
企

(困
1
6
7
1
)

一
候
補
予
定
者
に

高
額
療
養
費
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

••• 
医
療
費
の
、
自
己
負
飽
の
限
度
額

が
平
成
8
年
6
月
詮
療
分
よ
り
、
現

行
の

6
3
0
0
0
円
か
ら
6
3
6
0

0
円
に
な
り
ま
す
。
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
に
よ
り
高
額
療
盤
費

6 
9月21日出 l私自の上回を院めてみれば叫か
13:00-17:00 I灼河村チン晴時間

10月9日刷 |最短の色彩を考えてみ
19:00-20:30 Iょう~復習と反省会

7 

が
支
給
さ
れ
ま
す
0

・
高
額
療
聾
費
は
立
の
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す

[
(
)
内
白
金
額
は
、

住
民
組
非
課
税
世
帯
の
場
合
]

①
同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
同
一
白

医
療
機
関
に
6
3
6
0
0
円

(
3
5

4
0
0
円
)
を
超
え
る
一
部
負
担
金

を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
目
差
額
八
万
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
②
閉
じ
世
帯
で
、

閉
じ
月
内
の
支
払
が
3
0
0
0
0
円

(
2
1
0
0
0
円
)
以
上
白
人
が
臨

数
い
る
抑
制
合
、
合
わ
せ
て
6
3
6
0

0
円

(3
5
4
0
0
円
〉
を
超
え
る

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
③
同
じ
世
帯

で
、
高
額
療
聾
貨
の
支
給
が
過
去
臼

か
月
に
4
回
以
上
あ
っ
た
場
ム
ロ
、
4

回
目
か
ら
は
、

3
7
2
0
0
円

(
2

4
6
0
0
円
〉
を
超
え
た
分
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
④
厚
生
大
距
の
定
め
る

高
額
の
治
療
が
長
期
間
必
要
な
病
気

(血
友
病
、
人
工
透
析
が
必
要
な
慢

性
じ
ん
不
全
)
は
、
ー
か
月
1
万
円

以
内

の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

(
「
特
定
疾
病
療
聾
畳
療
証
」
を
病
院

白
書
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
)
0

・
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
諜
(
困

1
3
6
2
)
 

(101 7 

児
童
手
当
の
『現
況
届
』

6
/
m
ま
で
に
提
出
を

広宿ラJiJ.'!B.6 . 

••• 
児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
白
畳
給

者
は
、
「現
況
届
」
を
6
月
初
日
幽

ま
で
に
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、

6
月
分
以
降
白
手
当
を
畳

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

0

・
児
童
手
当
の
請
求
を

マ
畳
給
量
描

3
歳
未
満
の
児
童

を
華
宵
し
て
い
る
か
た
。
た
だ
し
、

前
年

(
l
月
か
ら
5
月
ま
で
四
手
当

は
前
々
年
)
白
所
得
が

一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

マ

摘
求
方
法

①
印
鑑
②
年
金
手
帳
③
金
融
機
関
の

口
座
通
帳
(
請
求
者
名
義
)
を
持
書

し
、
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

マ

支
払
期

2
月

・
6
月
-

m月
に
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
払
期

の
前
月
八
万
ま
で
の
手
当
を
ま
と
め
て

口
座
に
娠
り
込
み
ま
す
。
マ
問
い
合

わ
せ

福
祉
課
(
困
1
6
0
8
)

6月28固までに福祉操へ



市役所東側に新駐車場
日ごろ、市世所駐車場がた

いへん連絡してご迷惑をおか

けしています。

このほど市役所東側に市民

専用の新駐車婦ができました

ので、ご利用ください。マ聞

い合わせ管財田(IIID9-S114)

…口
Eヨ

(4
R
届
け
也
分
敬
紘
略
)

6
月
は
動
物
の
正
し
い

飼
い
方
普
及
月
間
で
す

••• 
動
物
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、

家
族
と
同
様
の
霊
怖
を
持
勺
て
正
し

く
飼
う
こ
と
に
よ
り
、
人
と
動
物
と

が
い
っ
し
ょ
に
、
快
適
な
生
活
が
で

き
る
社
会
を

H
指
し
、
同
時
に
動
物

を
霊
謹
す
る
気
持
ち
を
多
く
白
人
に

広
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

動
物
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

-
丈
を
飼
っ
て
い
る
か
た
は
、
ま
の

こ
と
に
違
憲
し
ま
し
ょ
う
。

マ
生
ま
れ
て
引
日
以
上
白
飼
い
犬
は
、

そ
の
犬
の
生
器

一
回
目
登
諒
と
毎
年

下中上 仁伊~川千矢倉金大舞伎版 下 上
之之 官省勢辺幽 剛 常本
郷条闘凶 山内 町町沢升寺湖 lU沢町即 郷

• 
、，
『
h'

小
持
き
の
る

中
滞
恒
夫

熊
井
み
や

小

体

遺

活
体
す
い
よ

雌
樋

-m

和
問
M
U
袋

$

松

海

偉

略

入

内

倹

沢

り

か

山
本
の
ぷ
み
す
ず
台
南
町
清
水

温

厳

井

邦

芳

乎

回

犠

打

西

海

亥

久

江

体

実

奈

良

尾

田

竹

村

春

子

地

図

貞

吾

新

図

師

持

た

め

よ

消

水

間

子

院

内

目

白

石

消

巴

震
遣
ま
つ
雨
天
神
町
制
大
沢
英
博
江

石

井

里

子

保

野

田

阿

錦

繍

太

郎

池
間
見
傘
下
郎
日
本
時
守
深
山
広

絹
澗
闘
島
平
下
常
凶
行
預
遺
幡
宮

l
回
の
狂
此
病
予
防
法
射
を
必
ず
畳

け
ま
し
ょ
一
つ
。

マ
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
な
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
っ
。

マ
犬
を
散
按
さ
せ
る
と
き
は
、
ふ
ん

の
後
胎
末
を
き
ち
ん
と
忘
れ
ず
に
。

.
猫
を
飼
っ
て
い
る
か
た
、
夜
の
二

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
最
近
、
と
く
に
野
良
猫
に
よ
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
良
猫

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
子
猫
を
捨
て

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
近
所
迷
惑
に
な
る
の
で
、
野
良
猫

に
む
や
み
に
え
さ
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
ま
?
し
ょ

一つ
。

-
こ
の
月
間
中
に

、

犬

猫

の

不

妊

去
勢
手
衝
を
量
け
る
と
助
成
金
が
出

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
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にして決めるので、接種できない場合もあります)。

④ポリオ ・麻しん ・凪しんの予防接種を畳けた場合は

1か月間、日本脳炎予防接種を受けた場合は 1週間経

過してから畳けてくださ L、。

予防接種Q&A

Q BCGで予防できる病気は何ですか?

A 結核です。結核は年々減ってきていますが、いま

だに年間3，0日0人以上が結肢で死亡し、新たに結核と

して畳録される人は毎年50，000人を越えています。結

核由免抵はお母さんからもらってこない白で、乳幼児

もかかりやすく結核性髄膜炎など四重い結桜にかかる

と予桂は一般的に良くありません。予防接種を受け予

防することをお勧めします。

Q BCGで副反応は出ますかフ

A 接種の桂、 2-3週間はポ yポYができたり、ジ

クジクしたりしますが、 4週間たてばかさぷたになり、

それが取れれば目立たなくなるはずです。その聞は消

潔に気をつけてくださL、。まれにジクジクと化膿して

痛むこともあります。その場合は主治医にご相談くだ

さL、。

'J .，'" 
.松田涼馬くん

(10か月 緑が丘北〉

「好き織いなくなんで
も食べます。いつも元気
にE聞き回っています」と
母の陽子さん。

保健 診tt
健康推進課

.ツベルクリンJ<1Ii横査判定 BCG接種目程表(8年置)

対象地区

上野が丘公渓館
17月2日

'" 
南 公 民館

7月5日
制主主27T

長野県看護協会では在宅白保健婦 ・助産婦 ・看護婦

(士)・曜看設州I(士)白免許所有者で就業を希望するか

たに、最近の看護の知識 ・技術の習得を援助するため

次のとおり講習会を行います。

マ金場 ・2置官期間 松本会場 (6月・ 7月白聞の 6

日l剖)、長野会場(11月中の 6日間) マ時間 午前

9時から午後 4時 マ定員 30名 マ畳講料 無料

(ほかに資料代、自主クリーニノグ代が必要です)

マ問い合わせ 長野県看護協会ナースセノタ (困02

63-@-0067) 

.看護力再開発講習会

中失北古都(新舗)

[121 7 広膚ラ;f.!.'!B_6_ 

信也酬
神川地区公民館

健鹿推進課 (~162 6)

マ対象者 ①平成 7年 4月 1日から平成8年 3月31

日までに生れたお子さん。 4歳未満でツベルタリン反

応検査を l回も受けていないお子さん。②4歳未満で

ツベルクリン反応検査で陰性と判定されたが、BCG

接種をしていないお子さん。 マ接種方，去 ツベルク

リン反応4貴査は48時間後に判定し、結果が陰性と判定

されたお子さんに BCG接種します。マ畳付時間i 午

佳1時3C分から同 2時20分まで マ持ち物 母子健康

手帳 マ注意事項 ①予睦哀が変わりましたので、当

日会場で記入していただきます。②体温も会場で測定

してください。③治療中の病気や経過をみていること

がある場合には、主治医に前もって相談し、諺断書ま

たは意見容をもらってください(当 日の担当医が書考

BCG接種-ツベルタリン反応検査 p発凶作
・
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